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お子さんは，楽しく学校へ行っている。

お子さんは，ルールやマナーを守って

生活することができている。

お子さんは，家庭で復習や宿題に取り組んでいる。

お子さんは，家庭で手伝いをしている。

お子さんは，周りの人や友達など，相手のことを思ったり，

相手の気持ちを理解したりしようとしている。

お子さんは，あいさつや場に応じた言葉遣いをしている。

お子さんと学校のことについてよく話をする。

学校は，いじめのない学校づくりに取り組んでいる。

学校は，学級や学校の様子を各種のたよりや

ホームページなどで積極的に家庭へ知らせている。

学校は，保護者・地域との連携を図り，よりよい

教育活動の実施に努めている。

学校は，学習において，子どもたちが進んで考えたり

学んだりする機会を設ける工夫をしている。

学校は，様々な体験活動や学校行事が，子どもたちに

とって充実したものになるよう工夫している。

保護者アンケート結果

そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

〈考察〉

○全体的に肯定的な評価（８０％以上）が１１項目、課題（８０％以下）が１項目ある。

○「子どもが楽しく学校へ行っている」の肯定的な回答については、様々な体験活動や学校行事が子ど

もたちにとって充実したものになるように工夫し、真に子どもたちにとって価値ある取組を継続させ、「楽

しい学校」づくりをめざしていきたい。

○「ルールやマナーを守って生活できている」「あいさつや場に応じた言葉遣いができる」「友達を大切

にしようとする心が育っている」児童が多い。それぞれの取組のさらなる改善を行い、継続させる。

○コミュニティ・スクールがスタートし「地域とともにある学校」づくりのために、学校と地域がパートナー

として連携・協働しながら学びを展開していくことを目指してきた。９０％の保護者が「学校は、保護者・

地域との連携を図り、よりよい教育活動の実施に努めている」と回答していることから、一定の成果が

得られたと考えている。子どもたちの豊かな成長のために地域総掛かりでの教育の実現をめざしたい。

○「家庭での手伝い」について、学校では係の仕事や掃除等において、９５％の児童が自分の責任を果

たせていると回答していることから、今後家庭や社会での自分の役割や責任について考える機会を大

切にしていきたい。


